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     学校再開に向けて 
５月 25日の学校再開を目指し、今週と来週は分散登校が認められました。短

い時間ではあるものの、学校の主役である生徒の皆さんの元気な姿が見られた

ことをとても嬉しく思います。誰もが友達との再会を楽しみにしていたのでは

ないでしょうか。もちろん私たち教職員も今日の日を待ち望んでいました。皆さ

んのいない学校は、考えられないくらい寂しい空間でした。予定通り学校再開が

できるよう、体と心を慣らしていきましょう。 

なお、今日現在、新型コロナウイルス感染症拡大が終息しておらず、残念なが

ら制限されることも多くあります。不安な面もあろうかとは思いますが、安全面

に十分配慮し、生活していきましょう。 

また、保護者の皆様におかれましても、現状を考えると、喜び半分、不安半分

の複雑な心境だと思います。今できる最大の配慮を行いながら、教育活動を行い

たいと思いますので、悩みや相談がありましたら、遠慮なく学校までお知らせく

ださい。 

     連絡事項（第２保健室での対応について） 

学校再開をするに当たり、内子町教育委員会の指導の下、細心の注意を払って

教育活動を進めていきます。 

なお、別紙でもお知らせしておりますが、登校後に体調不良を訴えた場合は、

保健室前に臨時に設置した第２保健室において検温等を行い、発熱（微熱含）が

ある、体がだるい等のいつもと違った症状があった場合は、御家庭に連絡させて

いただき、家庭での休養をお願いしたいと思います。感染防止に向け、御理解・

御協力をお願いいたします。 

上記の症状がない場合は、通常通り、保健室で対応いたします。 

   

布マスクを御活用ください！ 

先月（15日）、文部科学省から生徒・教職員に対し、一人１枚の布マスクが

届けられました。今月、もう一枚届く予定です。小さいのではという声も聞か

れますが、とても有り難いことであり、感謝の気持ちを持って大切に使ってほ

しいと思います。本日生徒に配布しておりますので、御活用ください。 



2020生徒会スローガンを掲示しました！ 

 春休みを利用し、生徒会役員を中心に、今年度スローガンの横断幕を製作しま

した。例年であれば、４月早々に披露し掲示しておりましたが、学校が再開でき

ても、なかなか全校生徒が揃っての活動 

ができないことから、５月８日に教職員 

で掲示しました。登校してきた皆さんも 

これを見てきっと元気になれるのではな 

いかと思います。 

今年度、新型コロナウイルスに負けず、 

『「新歩」～踏み出せ 仲間と共に 夢へ 

の一歩を～』のスローガンの下、全校生 

徒 196名が心を一つにして、大きな一歩 

を踏み出しましょう。 

                      

                      生徒会担当者を含む、若くて

元気な教職員に共に頑張ろうと

いう決意を表現してもらいまし

た。もちろん、他の教職員も学校

再開を今か今かと待ちわびてい

ます。   

先輩が築き上げたことを継承

しながら、新しいことにも挑戦

し、夢を実現させましょう。 

    今年度の教職員です！よろしくお願いします！ 

ＰＴＡ総会が書面議決の形で行われましたので、職員紹介ができておりませ

ん。小さくて見えにくいとは思いますが、今年度の教職員を紹介します。みんな

やる気満々です。一年間、よろしくお願いします。 
なお、教職員の名前や学級・教科担任等は、生徒からお聞きください。 
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